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一足早い
藤田保育所では 、12 月２日 。一足早いもちつき大会

が行われまし た。圃児たちは、小さな手に千本ぎねを握

りし め。「よいし ょ、よいしょ」と力いっぱいの釧つき

をし ました。お米がだんだんお餅に変わるのに黼いてい

る様子で、時折う■をのぞき込んでは、不思議そうな顔

つきです。仕上げは先生、できたお餅を食べるのに 、正

月までは待てません。さっそ＜ 。あんこ餅やきなこ餅に

しておいしくいただきまし た。

もう すぐお正月。新し い年｡2000 年を迎えます。

お餅つき



永年の功績

献身的な活動をたたえ

十
七
名
を
表
彰

国
見
町
表
彰
式

十
一
月
二
十
二
日

、’
平
成
十
一
年
度
の
国

見
町

表
彰
式
が
行

わ
れ
、
十
七
人

が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
冨
永
町
長

が
「
長
年
に
亘

る
功

績
、
献
身
的
な
活
動
に

た
い
し

、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
、
そ

の
豊
富
な
識
見
と
経
験
で
町
発
展
の
た
め
に
、

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
羽
根
田
一
郎
福
鳥
県

県
北

地
方
振
興
局
長

と
佐
藤
忠
美
町
議
会
議
長
が

祝
辞
を
述

べ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

桜

澤
正

さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
、
閉
式
し
ま
し
た
。



表 彰 者

特
別
功
労
表
彰

梭

澤
　

正

？
（
社
会
福
祉
）

昭
和
五
卜
二
年
よ
り
民
生
児
童

委
貝
と
し
て
老
人
・
児
童
福
祉
等

の
社
会
福
祉
の
増
進
に
幅
広
く
買

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
表
彰
で

す
。

昭
和
五
十

四
年
か
ら
現
在
ま
で
人

枝
季
節
保
育

所
運
営
責
任
者
と
し

て
尽
力
さ
れ
、
ま

た
保
護
司
も
歴

任
さ
れ
ま
し

た
。

阿

部

咀

男
～
（
自
治
振
興
）

昭
和
二
十
二
年
か
ら
現
在
ま
で

五
十
一
一
年

に
亘
り
、
統
計
調
査
員

を
務
め
ら
れ
、
平
成

八
年
か
ら
は

国
見
町
統
計
調
査
員
協
議
会
長
と

し
て
、
統
計
事
業
に
責
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
十
二
年
閥
に
。旦
り
町

内
会
長
や
納
税
組
合
長
を
歴
任
し

、

町
政
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
衣
彰
で
す
。

奥
山

美
津

子
ｊ
（
保
健
衛
生
）

昭
和
四
十
三
年
か
ら
健
康
推
進

員
（
前
身
は
母
子
保
健
推
進
員
）

と
し
て

、
ま
た
昭
和
六
十
三
年
よ

り
国
見
町
健
康
推
進
貝
協
議
会
長

と
し
て

、
母
子
保
健
・
各
種
検
診

事
業
な
ど
住
民
の
健
康
増
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

る
表

彰
で
す
。

功
労
表
彰

安

積

貞

夫
ｊ
（
農
業
振
興
）

昭
和
六
卜
二
年
か
ら
四
期
、
十

一
。年
に
亘
り
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
、
農
業
振
興
に
寄
与
し

た
功

紋
に
よ

る
表
彰
で
す
。

徳
江

順

吉
ｊ
（
同
）

昭
和
六
卜
二
年
か
ら
四
期
、
十

一
。年
に
亘
り
農
業
委
員
会
委
貝
と

し
て
、
農

業
振
興
に
寄
与
し
た
功

紋
に
よ

る
表
彰
で
す
。

鈴

木

清

二
～
（
納
税
行
政
）

昭
和
六

卜
年
か
ら
現
在
ま
で
、

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
と
し
て

、

審
査
の
巾
立
性
と
納
税
者
の
信
頼

確
保
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
に
よ
る

表
杉
で
す
。

八

島

新

太

郎
ｊ
（
納
税
）

昭
和
六
士

二
年
か
ら
山
崎
北
納

税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
ま
た
平

成
六
年
よ
り
国
見
町
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
と
し
て
納
期
内
完
納

の
促
進
・
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
表
杉
で
す

。

朽

木

好

秋
ｊ
（
交
通
安
全
）

現
在
ま
で
十

八
年
間
に
亘
り
、

交
通
教
青
専
門

委
員
と
し
て
交
通

安
全
の
知
識
の
普

及
と
街
頭
指
導

に
尽
く
さ
れ
た
功

績
に
よ
る
表
彰

で
す
。

羽

根

俊

一
ｊ
（
消
防
）

昭
和
四
ｔ

屁
年
か
ら
消
防
団
貝

と
し
て
、
地
域

消
防
・
防
災
・
防

犯
等
に
努
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の

生
活
安
定
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に

よ
る
表
彰
で

す
。

吉
田

義

正

～
（
同
）

昭
和
四
十

五
年

か
ら
消
防
団
・員

と
し
て
、
地
域
消
防
・
防
災
・
防

犯
等
に
努
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の

生
活
安
定
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
表
彰
で

す
。

佐
久
閥
友
吉
ｊ

（
有

害
鳥
獣

駆
除

）

昭
和
五
十
一
年
か
ら
有
舎
鳥
獣

駆
除
隊
員
、
五
卜
四
年
か
ら
同
隊

長
と
し
て

、
さ
る
・
熊
の
被
害
の

防
止
、
有
害
鳥

獣
の
駆
除
に
尽
く

さ
れ
た
功
紋

に
よ

る
衣
彰
で
す
。

善
行
表
彰

斎

藤
　

正

美
ｊ

（
献
血
）

佐

藤

ひ

ろ
み
？

（
献
血
）

穐

月
　

辰

皀
ｊ

（
献
血
）

宍

戸
　

浩

寿
？

（
献
血
）

献
血
の
重
要
性
を
認
識
し
、
積
極

的
に
協
力
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
瓦
十

回
以
上
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

新
井
　

玄
龍
～

新
井
　

愛
Ｘｒ
ｊ

（

寄

付

）

町
の
公
益
の
た
め
と
し
て
、
百
五

卜
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

受賞者を代表して謝辞を述べる桜湯正さん



み
ん
な
で
つ
く
る
町
づ
く
り

町
政
懇
談
会
Ｉ

岡
見

町
で
は

、「
豊

か
で
住

み
よ

い
活
力

あ
ふ
れ

る
町
づ

く

リ
」

と
「
心

豊
か
で

人
に
や

さ
し

い
町

づ

く
リ
」

を
町

政
運

営
の

目
標
に

、
さ
ま

ざ
ま
な

施
策

を
展
開
し

て

い
ま

す
。

こ

れ
ら
の

事
業
の

基
本

に
な
っ
て

い

る
の
が
み

な
さ

ん
の

「
声

」
で
す

。
来
年

度
の

予
算

編
成
に
入

る
前

に
、
み

な
さ

ん
の

ご
意
見

を
お

聴
き
す

る
町
政

懇
談
会

が
、
十

一
月

八
日

か

ら
二
十

五
日
ま

で
の
間

、
六

回
に
わ

た
っ
て
行

わ

れ
ま
し

た
。冨

永
町
長

は
懇

談
会
の

冒
頭

、
各
事

業
の
取

り
組

み
や
町

財

政
状
況

。
ま
た

、
地
区

ご
と

の
課
題

と
こ

れ
か
ら

の
対
応

策

を
説
明
し

、
町

政
執
行

に
み

な
さ

ん
の
声

を
お
寄
せ

下
さ

い
と
あ

い
さ
つ
し

ま
し

た
。

町

で

は
町
民

総
参
加

に
よ

る
町
づ

く
り

を
進
め
、

み
ん
な

で

つ

く
る
町
づ

く
り
を

実
現

す
る
た
め

に

も
、
寄
せ

ら
れ
た

意

兄

を
大
切

に
、
各
種

事
業

に
反
映

さ
せ

た
く
考

え
て
お

り

ま
す
。

今
月

は
、
大

枝

と
森
江
野

、
そ
し

て
大
木

戸
地
区

の
町

政

懇
談

会
で
出

さ
れ
た
内

容

を
要
約
し

お
伝

え
し
ま

す
。



大

枝

地

区

大
枝
地
区
町
政
懇
談
会
は
慟
一
月
八
日
、
．
－
灑

羇

　
隨

　
八

　
リ

　
相

　
３

Ｐ
２

跼
雁
沛
漑
ぼ
叫
ａ

安
心
な
生
活

ｈ
台
か
ら
竹
ノ
内
に
通
じ
る
道
路
を

昨
年
嬰
望
し
ま
し
た
が
。
咀
ね
て
防

火
水
槽
の
設
置
も
お
願
い
し
ま
す
。

一
道
路
が
出
来
な
い
と
防
火
水
槽
が

生
か
せ
ま
せ
ん
。
道
路
整
備
後
検
討

し
ま
し
よ
う
。

川
内
線
の
弁
天
様
付
近
は
大
型
単
が

通
り
ま
す
。
ｆ
供
の
安
全
の
た
め
に

も
掛
蓋
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

危
険
箇
所
は
町
内
会
長
と
相
談
の

う
え
、
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

県
迫
五
十
沢
・
国
見
線
で
は
、
白
線

ま
で
上
が
溜
っ
て
い
る
の
で
除
去
し

て
下
さ
い
。
児
童
が
安
全
に
歩
け
る

よ
う
、
歩
道
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

一

県
道
の
上
の
除
去
に
つ
い
て
は
全

域
に
亘
っ
て
願
っ
て
い
ま
す
。
歩
道

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
県
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。

福
祉
　
健
康

高
齢
陣
害
者
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

一
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
虚
弱
型
、
梁

川
ホ
ー
ム
で
は
痴
呆
型
で
対
応
し
て

お
り
、
取
度
の
方
の
利
用
は
そ
う
多

く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
独
立

し
た
施
設
を
持
つ
に
は
課
題
も
多
く
。

藤
田
病
院
改
築
の
際
、
一
体
的
な
整

備
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

貎
適
な
環
境
づ
く
り

川
内
地
区
の
舗
装
路
に
水
た
ま
り
が

で
き
て
い
ま
す
。

・
平
坦
な
地
区
の
た
め
舗
装
工
事
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
現
地
を
見
て
対

応
を
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

考
徳
水
路
の
取
水
凵
付
近
が
崩
れ
て

い
ま
す
。

一

県
の
回
答
は
。
災
害
認
定
は
難
し

い
と
の
こ
と
で
、
今
後
と
も
対
応
を

県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
西
側
の
路
肩
未
舗

装
節
分
を
舗
装
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
同
所
の
交
差
部
に
水
た
ま
り
が

で
き
る
の
で
改
良
を
お
願

い
し
ま
す

一
車
が
す
れ
違
え
る
幅
員
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
花
を
植
え
る
な
ど
活
用

く
だ
さ
い
。
水
た
ま
り
に
つ
い
て
は

雨
の
日
に
現
地
を
見
ま
す
。

県
迫
五
十
沢
・
国
見
線
と
国
迫
４
号

の
交
差
点
が
、
信
り
待
ち
で
渋
滞
し

ま
す
。
巾
線
増
や
す
な
ど
対
策
を
願

い
ま
す
。

一

右
折
レ
ー
ン
の
新
般
を
県
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
裹
一

二

。一
号
の
未

舗
装
分
を
舗
装
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
利
川
頻
度
を
み
て
検
肘
し
ま
す
。

川
内
沖
の
東
側
に
あ
る
五
〇
四
（

号

を
舗
装
し
て
く
だ
さ

い
。

一
町
で
は
甲
成
十
二
年
度
富
士
見
橋

改
修
実
施
に
向
け
、
全
力
で
臨
む
考

え
で
す
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
我

慢
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
理
解
下
さ
い
。

原
町
の
ゴ
ミ
置
場
は
。
嗔
か
ら
投
げ

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
で
汚
く
困
っ
て
い

る
。
置
場
移
動
な
ど
の
対
策
も
必
要

だ
が
、
対
応
し
て
ほ
し
い
。

一
業
者
を
介
し
て
、
対
応
し
た
い
の

で
連
絡
ド
さ
い
。

農
業
基
盤
の
整
備

川
内
新
割
地
区
の
内
水
排
除
を
お
願

い
ま
す
。
又
、
徳
江
の
観
音
様
裹
の

水
路
を
迂
回
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
担
当
各
課
で
対
応
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
迂
回
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
ポ
ン
プ
の
導
入
な
ど
検
討
中

で
す
。

鳥
城
か
ら
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の

西
側
の
用
水
が
不
足
し
い
ま
す
。
用

水
路
を
大
き
い
も
の
に
し
て
下
さ
い
。

一
昨
年
東
側
が
不
足
す
る
と
の
要
望

で
十
二
年
度
事
巣
と
し
て
県
に
要
望

し
て
い
ま
す
。
東
側
が
整
備
さ
れ
れ

ば
。
牛
沢
川
か
ら
の
取
水
口
も
あ
る

の
で
相
当
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。行

政
一
般

中
部
集
会
所
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

建
て
替
え
を
考
え
て
い
ま
す
。
助
成

制
度
及
び
建
て
る
基
準
等
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

一
町
で
は
集
会
施
設
の
建
般
に
三
百

五
十
万
を
上
限
と
す
る
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。
農
業
関
連
の
補
助
を
活

用
す
る
方
法
も
あ
り
、
早
め
に
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
共
的
施
設
に

つ
い
て
は
、
建
築
確
認
時
に
県
の
条

例
に
よ
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

配
慮
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
と
し
て
も
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
、
行
政
ま
か
せ
に
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
も
の

は
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
町
と
の
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

自
治
に
向
け
協
力
願
い
た
い
。

一
町
内
会
艮
さ
ん
を
中
心
と
し
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
題
が
あ
れ
ば

町
で
は
そ
の
都
度
対
応
し
ま
す
。

水
道
水
が
臭
い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
細
か
い
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も
の

が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。

一
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
い
、
乂

排
泥
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
時
は
水
道
課
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。
末
端
に
お
い
て
停
滞

水
に
よ
り
起
き
る
こ
と
か
ら
。
町
で

は
水
道
整
備
計
画
で
循
環
型
を
計
画

し
て
い
ま
す
。



森
江
野
地
区

１

罧
江
野
地
区
町
政
懇
談
会
は
十

一
湎

九
８‐
、
卜

‘ン
タ
ー
に
お
い
て

、
‘

寐

芯
叭
’ま
し
癶

安
心
な
生
活

広
城
農
道
観
音
寺
東
の
急
カ
ー
ブ
が

危
険
な
の
で
、
拡
幅
し
て
く
だ
さ
い
。

安
企
の
た
め
歩
道
の
設
置
も
お
願
い

し
ま
す
。

・

速
度
4
0キ
ロ
走
行
に
よ
り
設
計
さ

れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
拡
幅
に
は
用

地
な
ど
様
々
な
条
件
が
あ
り
、
十
分

に
検
討
さ
せ
て
ド
さ
い
。

広
域
農
道
に
あ
る
標
識
が
。
邪
魔
な

場
所
に
あ
る
の
で
、
移
設
等
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
現
地
を
兒
て
公
安
委
員
会
へ
伝
え

ま
す
。

徳
江
大
橋
は
風
が
強
く
、
危
険
な
の

で
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
他
の
橋
な
ど
調
査
さ
せ
て
下
さ
い
。

福
祉
　
健
康

公
立
藤
田
総
合
病
院
の
障
害
者
人
口

が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
全

而
的
な
開
放
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
車
椅
子
を
玄
関
入
口
付
近

に
配
ほ
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
管
理
の
問
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

ま
す
が
、
車
椅
子
も
含
め
内
容
を
病

院
へ
伝
え
ま
す
。

介
護
保
険
の
保
険
料
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

一
各
種
諸
条
件
等
に
よ
り
現
在
精
査

を
し
て
い
る
段
陪
で
。
今
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
の
開
催
方
法
を
考
え
て
は
。

一
年
齢
や
地
区
毎
な
ど
、
関
係
者
に

よ
り
検
討
い
た
だ
き
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
な
い
袋
が

あ
り
ま
す
。
町
で
取
り
組
ん
で
は
。

一
衛
生
処
理
組
合
に
お
い
て
、
分
別

収
集
も
含
め
、
袋
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

顋
適
な
環
境
づ
く
り

下
鶉
町
の
滝
川
に
そ
そ
ぐ
水
路
に
Ｕ

字
溝
を
布
般
し
て
く
だ
さ
い
。

一
現
地
を
見
て
検
討
さ
せ
て
下
さ
い
。

巾
ノ
凵
地
内
の
ｕ

字
溝
に
蓋
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

一

年
度
計
画
の
関
係
も
あ
り
、
後
凵

相
談
さ
せ
て
下
さ
い
。

広
城
ａ

道
路
肩
の
白
線
ま
で
土
が
か

ぷ
っ
て
い
る
の
で
除
去
し
て
下
さ
い
。

一

毎
年
行
っ
て
お
り
、
実
施
し
ま
す
。

大
雨
時
に
五
り
線
薬
師
朿
付
近
が
越

水
す
る
の
で
改
普
く
だ
さ
い
。

一

下
流
の
調
査
も
含
め
、
水
が
吐
け

る
か
検
討
し
、
横
断
溝
を
布
設
す
る

な
ど
対
処
を
検
討
し
ま
す
。

二
〇
〇
九
号
湧
水
の
水
源
地

ま
で
の
舗
装
を
お
願
い
し
ま

す
。

一
人
家
の
あ
る
と
こ
ろ
を
優

先
し
て
甜
装
し
て
い
る
の
で
。

理
解
下
さ
い
。

森
山
・
沖
の
防
火
水
槽
ま
で

Ｕ
字
溝
を
布
般
く
だ
さ
い
。

一

現
地
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
道
五
号
線
工
寥
で
通
行
齔

め
と
な
り
ま
す
が
、
歩
行
者

は
通
れ
ま
す
か
。

一

通
学
路
で
も
あ
り
。
確
保

し
ま
す
。

普
祓
川
の
改
修
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
今
後
も
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

普
蔵
川
に
倒
木
が
横
た
わ
っ
て
い
る

の
で
、
除
去
し
て
下
さ
い
。

一

県
に
願
っ
て
い
ま
す
が
、
所
有
者

が
片
付
け
る
原
則
と
の
こ
と
で
す
。

更
に
話
し
て
み
ま
す
。

欠
下
橋
上
流
の
改
修
工
嘔
は

い
つ
か

ら
で
す
か
。

一
橋
の
下
流
は
建
設
省
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
事
業
効
果
も
あ
り
、

建
設
省
と
と
も
に
、
県
へ
要
望
し
て

い
ま
す
。

佐
久
間
川
上
流
の
樋
管
は
、
設
計
で

は
六
〇
〇
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
。

一

口
径
は
流
域
面
積
な
ど
で
決
ま
り

ま
す
。
出
来
る
範
囲
で
人
き
く
し
て

も
ら
う
よ
う
に
県
に
願
い
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
改
修
工
事
の
側
道
か
ら
、

畑
へ
の
搬
入
す
る
と
こ
ろ
の
Ｕ
字
泌

に
蓋
が
な
い
の
で
、
布
設
下
さ
い
。

・

必
要
な
の
で
早
急
に
確
認
し
ま
す
。

三
〇
八
八
り
羽
根
通
線
の
改
良
工
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
文
化
財
関
連
が
あ
り
ま
す
の
で
、

用
地
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
事
巣
の
進
捗
状
況
は
。

一
公
共
下
水
道
は
三
三
二
Ｍ
の
全
体

計
画
の
う
ち
、
第
ｙ

二
処
理
分
区

一
一
五
ｂ
が
認
可
さ
れ
、
そ
の
う
ち

六
割
の
整
備
が
終
わ
っ
た
状
況
で
す
。

徳
江
地
区
は
第
三
分
区
に
あ
り
。
国

の
予
算
と
の
関
連
も
あ
り
、
実
施
時

期
は
明
言
出
来
ま
せ
ん
が
。
整
備
促

進
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
回
収
を
、
年
内
に
も
う
一

度
お
願

い
し
ま
す
。

一
町
内
会
長
さ
ん
か
ら
お
話
あ
れ
ば

可
能
な
限
り
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備

神
明
地
内
、
沖
を
経
由
し
て
五
号
線

へ
通
じ
る
農
道
舗
装
を
願
い
し
ま
す
。

一

県
へ
袖
助
事
業
の
申
請
を
し
て
お

り
ま
す
が
。
要
望
箇
所
が
多
く
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
十
二
年
度
調
査

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農

林
省
の
補
助
の
た
め
、
転
作
に
つ
い

て
も
よ
ろ
し
く
願

い
し
ま
す
。

行
政
一
般

役
場
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０

０
０
年
問
題
の
対
応
は
。

一
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
し
て

い

ま
す
。
役
場
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
対
応
済
み
で
す
。
ま
た
、

水
道
供
給
に
も
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。



大

木

戸

地

区
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木

戸
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町

政

懇
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会
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十

一
月

十

二

日

、
。て

尸
ふ

れ

あ

い
　

ン

タ

亅
に

お

い
て

、

開

柵

さ

れ

ま

し

た
・
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安
心
な
生
活

光
明
寺
沼
地
内
に
防
火
水
槽
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

一

昨
年
光
明
寺
桜
町
地
内
に
設
置
し

ま
し
た
。
防
火
水
槽
は
消
防
団
幹
部

会
に
諮
っ
て
お
り
。
分
団
へ
の
相
談

も
し
て
下
さ
い
。

県
道
大
枝
・
貝
田
線
の
沌
沢
地
内
の

急
カ
ー
ブ
が
危
険
な
の
で
改
良
を
。

一

事
故
の
事
例
な
ど
か
ら
も
、
県
に

改
良
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

大
師
地
内
の
国
道
と
旧
道
の
交
差
地

点
は
危
険
な
の
で
、
立
体
交
差
か
、

信
号
機
に
よ
る
の
か
、
早
期
の
改
修

を
お
暇
い
し
ま
す
。

・
交
通
最
か
ら
立
体
交
差
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
侶
号
機
に
つ
い
て
も
公
安

委
員
会
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

人
木
戸
地
内
に
防
犯
灯
般
置
下
さ
い

一
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

快
適
な
環
境
づ
く
り

一
一
一
号
大
木
戸
起
点
付
近
は
道
幅

が
狹
い
の
で
。
通
学
路
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
拡
幅
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

昭
和
4
3年
頃
改
良

工
事
に
よ
り

三
・
六
ｍ
の
幅
員
は
確
保
し
て
い
ま

す
。
町
内
に
は
も
つ
と
狭
い
路
線
も

あ
り
、
優
先
順
等
も
あ
る
こ
と
も
理

解
く
だ
さ
い
。
通
学
路
は
承
知
し
て

お
り
、
除
雪
な
ど
叭

い
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
町
道
の
傷
み

が
激
し
い
の
で
、
補
修
し
て
下
さ
い
。

一
危
険
箇
所
の
補
修
は
行
い
ま
す
の

で
、
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

光
明
寺
入
山
林
道
の
舗
装
路
の
補
修

を
願
い
た
い
。

一
耕
作
地
ま
で
は
破
損
し
て
い
な
い

の
で
、
そ
の
先
に
つ
い
て
は
検
討
さ

せ
て
下
さ
い
。

牛
沢
川
の
改
修
工
事
の
促
進
を

一
今
年
三
川
橋
を
完
了
し
、
残
り
六

〇
〇
ｍ
の
早
期
完
了
を
県
に
嬰
望
し

て
行
き
ま
す
。

高
城
四
〇
三
八
号
の
舗
装
を
お
願

い

し
ま
す
。

一

反
対
側
は
昨
年
実
施
し
て
お
り
、

道
路
網
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
す
。

一

二
二
号
四
〇
六
五
号
の
舗
装
に
つ

い
て
も
お
願
い
し
ま
す
。

一

田
の
中
の
道
路
で
あ
り
。
す
ぐ
の

対
応
は
難
し
い
で
す
が
、
必
要
性
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

下
川
原
橋
西
側
部
の
崩
落
の
復
旧
を

お
願
い
し
ま
す
。

一
牛
沢
川
は
県
管
理
な
の
で
、
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
産
基
盤
の
整
備

只
田
杉
ノ
内
の
農
迫
改
良
を
お
願
い

し
ま
す
。

一

ゆ
ず
り
あ
い
呶
線
完
成
後
で
な
い

と
設
計
に
入
れ
ま
せ
ん
。
お
待
ち
願

い
ま
す
。

光
明
寺
・
藏
ノ
内
沖
線
、
大
木
戸
地

内
四
〇
六
〇
９
の
改
良
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
二
路
線
と
も
袖
助
事
業
等
で
対
応

す
る
よ
う
申
請
し
て
い
ま
す
。

大
木
戸
湧
水
溜
め
池
の
改
修
を
要
望

し
ま
す
。

一
以
前
よ
リ
ニ
箇
所
の
要
望
が
あ
り
、

緊
急
性
か
ら
新
溜
を
優
先
さ
せ
ま
す

が
、
要
望
数
が
多
い
た
め
、
待
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

水
位
管
理
な
ど
よ
ろ
し
く
願

い
し
ま

す
。

貝
田
地
区
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は

地
城
で
検
討
し
た
が
、
結
果
的
に
ま

と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
路
網
を

整
備
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

一
ほ
場
整
備
を
火
施
す
れ
ば
道
水
路

が
確
保
さ
れ
ま
す
が
、
遭
路
だ
け
で

全
部
の
水
田
に
付
け
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
で
す
。

貝
田
柿
場
の
農
道
を
新
設
し
て
。

一
以
前
嬰
望
が
あ
り
調
査
し
た
が
単

独
事
業
・で
は
無
理
な
の
で
、
補
助
事

業
で
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
県
の

枠
も
少
な
く
容
易
で
な
い
状
況
で
す
。

原
町
林
道
、
家
老
地
区
の
路
而
が
い

た
ん
で
い
る
の
で
対
応
下
さ
い
。

一
以
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た

所
で
、
現
地
を
見
て
み
ま
す
。

中
山
原
樹
側
地
農
道
、
二
号
支
線
を

横
断
す
る
水
路
を
整
備
願
い
た
い
。

一

早
急
な
対
応
は
難
し
い
が
、
県
の

補
助
事
業
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
山
原
樹
園
地
農
道
、
柴
崎
溜
池
の

事
業
の
促
進
に
つ
い
て
。

一

柴
崎
溜
池
は
地
盤
が
悪
く
、

工
嘔

費
も
増
加
し
、
ｔ

期
も

伸
び
十
二
年
度
完
成
の
兄
込

み
と
な
り
ま
す
。
樹
園
地
農

道
は
事
業
促
進
を
県
に
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
の
転
作
へ
の
取
組
み
は

一
今
年
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
配

分
面
積
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

農
協
が
中
心
で
進
め
る
べ
き

で
、
米
に
変
わ
る
転
換
作
物

の
導
入
が
必
要
で
す
。
町
で

も
農
林
補
助
な
ど
避
け
ら
れ

な
い
問
題
で
あ
り
、
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
一
般

町
の
生
活
路
線
バ
ス
を
、
旧
国
道
を

辿
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
光
明
寺

へ
も
ま
わ
れ
な
い
か
。

一
福
島
１
貝
田
閧
は
従
来
運
航
し
て

い
た
も
の
で
。
新
た
な
路
線
を
つ
く

る
の
は
困
難
で
す
。

国
土
調
査
の
杭
が
抜
か
れ
官
地
の
道

が
不
明
で
、
通
行
出
来
ず
に
困
っ
て

い
ま
す
。

一
岡
上
調
査
で
打
設
し
た
杭
は
抜
か

な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
地
を
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。



改良前のすがた

改良 一翻装工事
により整備された、
町這５号・森山壇

の越楫付近

管
内
ト
ッ
プ
の
改
良
率

町

道
整
備
状
況

国
見
町
の
町
道
は
、
五
百
九
十
八
路
線
、
総
延
長
ニ

ー
五
㎞
に
お
よ

ぴ
ま
す
。
こ
の
う
ち
四
ｍ
以
上
の
幅
員
に
改
良
さ
れ
た
も
の
は
町
道
全

体
の
約
六
割
で
、
舗
装
串
は
六
九
％
と
な
り
、
主
要
な
幹
線
で
あ
る

丁

二
級
町
道
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

町
で
は
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
声
に
基
づ
き
、

整
伽
を
進
め
て
お
り
、
伊
達
郡
管
内
に
お
い
て
は
。
改
良
・
舗
装
率
は

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
的
に
均
衡
あ
る

雛
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
性
、
危
険
性
に
対
応
し
な
が
ら
、
有

利
な
補
助
事
業
を
選
択
し
。
計
両
的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
道
の
現
状

み

な
さ

ん
が

通
常

使
川

し
て

い
る

道
路

に
は

、
広
城

的

に
利

用
さ

れ
る

国

・
県
道

や
高

速
道

路
が

あ
り

、
ま

た
農

業

・
林
業

に
供

す
る

目
的

の
農

道
や

林
道

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し

。

日
常

生

活
の
基

盤
と

な

る
の
は

、
町

内

総
道

路
延
艮

の
七

三
％

と
な

る
町

道
で

あ
り

、
町

内
を

縦
横

に
張

り
巡

ら

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
町

道
の

う
ち

、
町

の
骨

格
を

な

す
幹

線
を
一

級
町

道

、
補
助

幹

線

を

二
級
町

逆
と

し
、

そ

れ
ら
を

補
完

し
集

落

内
の

道
路
を

そ

の
他

の
町

道

と
し

て

、
区
分

・
管

理
し

て

い
ま
す

。

（

路
線

数
、
延
長
は

右
表

の
と

お
リ

）

高
い
改
良
・
舗
装
率

み
な
さ
ん
は
、
一
日
に
砂
利
迫
な

ど
未
舗
装
の
道
路
を
ど
れ
く
ら
い
通

行
す
る
で
し
ょ
う
か
。
利
用
頻
度
の

高
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
概
ね
改
良
・

舗
装
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
整
備

率
は
県
ド
で
も
匕
位
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

平
が
二
台
す
れ
違
う
の
に
四

ｍ
の
幅
貝
が
必
要
で
す
が
、
町

迫
の
六
〇
％
に
あ
た
る

匸
一
九

㎞
に
つ
い
て
は
、
改
良
工
事
に

よ
り
確
保
さ
れ
、
改
良
率
で
は

伊
達
管
内
第
一
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
四
八
㎞
（
簡

易
舗
装
も
含
）
が
舗
装
さ
れ
て

お
り
、
舗
装
率
は
六
九
％
と
。

県
平
均
五
五
％
を
大
き
く
上
回

る
鮎
果
で
す
。

均
衡
あ
る
発
展
を

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
の
生

活
基
餓
を
な
す
、
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
常
に
重
点
施
策
に
掲
げ
、
禎
極

的
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
限

ら
れ
た
財
源
の
下
、
福
祉
・
教
育
な

ど
の
各
種
嘔
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
つ
つ
、
町
政
懇
談
会
な
ど
で
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、

総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
安
全
施
設
の

整
備
や
適
誑
管
理
に
努
め
、
み
な
さ

ん
の
生
活
の
基
礎
と
な
る
、
道
路
整

備
に
鋭
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

地

域

総

合

整

働

事

曩

に

よ

り

改

良
・

舗

装

さ

れ

た

町

遭
1
1
1号
｛

ふ

れ

あ

い

憩

い

の

遭

｝

町 道 整 備 状 況

路線数 実延長(km)
改良濱

蘊長(贓)

改良牢

く％）
鱸簔疆
延長(囘

舗装率
(%)

１ 畷 町 遭 10 24. .03 88,5 23.50 94.5

２ 蔽 町 遭 21 2267 20.82 餠 .8 21.69 95.7

その他の町道 567 167.79 85.96 51.2 ｰ  02.  聞
61.2

合　　 計 S8 215- 1  .91 59.9 147.85 68.7

道
路
改
良
串

道
路
舗
装
串

( 羣平勾は平成10 羃４月叫戚)



新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車

第
四
分
団
に
配
備

閥
見
町
消
防
団
第
四
分
団
第

ヾ
部

（
西
大
枝
地
区
）
に
新
し
い
消
防
ポ

ン
プ
自
助
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
叭
は
Ｃ
Ｄ
１
Ｉ
型
と

い
う
四
輪
駆
動
式
の
履
新
の
装
備
を

備
え
た
も
の
で
。
福
島
県
の
補
助
嘔

業
で
あ
る
消
防
施
設
整
備
事
業
に
よ

り
、
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

交
付
式
は
、
十
一
月
十
五
日
に
行

な
わ
れ
。
冨
水
町
長
は
「
町
民
の
安

全
と
財
産
を
守
る
た
め
、
こ
の
新
型

ポ
ン
プ
嗔
を
活
川
さ
れ
、
な
お
一
層

の
防
災
活
助
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

訓
示
し
、
商
橋
団
艮
は
町
民
の
信
頼

を
鎖
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
新
た

な
気
持
ち
で
励
ん
で
ゆ
き
ま
す
と
、

誓
い
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
第
四
分
団
で
は
、
操

作
方
法
の
訓
練
を
行
な
い
、
日
頃
か

ら
の
整
備
・
点
検
に
よ
り
。
非
常
時

に
そ
な
え
る
と
し
て
お
り
、
今
後
防

災
広
報
な
ど
に
も
有
効
に
活
川
さ
れ

ま
す
。

新 たに購入された消防ポンプ自 動車

型式　C  D ｰ 1 型(4600cc)  4 輪駆動

総 事業 費12,600千円（うち県 補助3 , 232千円 ）

現
代
の
名
工
に
遠
藤
忠
重
さ
ん

日
本
を
代
表
す
る
嘔
越
し
た
技
能

者
『
現
代
の
名
工
』
に
遠
藤
忠
璽
さ

ん
（
山
根
）
が
選
ば
れ
．
十
一
月
ｔ

八
日
．
東
京
に
お
い
て
卓
越
技
能
者

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
．

遠
藤
さ
ん
は
、
中
学
を
卒
業
と
す

る
と
同
時
に
家
業
の
石
材
業
に
従
嘔
、

現
在
は
石
材
業
を
経
営
す
る
か
た
わ

ら
、
全
国
石
材
技
能
士
会
の
役
貝
や

技
能
検
定
貝
な
ど
を
務
め
。
後
継
者

の
育
成
・
指
導
に
も
力
を
注
が
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
石
倉
づ
く
り
に

耐
震
性
に
優
れ
た
ラ
ー
メ
ン
．Ｌ
法
を

い
ち
早
く
導
入
、
国
兄
石
な
ど
の
軟

石
石
材
を
壁
面
部
分
に
使
用
し
て
、

安
全
性
の
高
い
手
法
を
確
立
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
リ
ル
の

刃
先
に
改
良
を
加
え
る
な
ど
、
工
具

の
考
案
に
よ
り
、
作
業
効
率
を
飛
躍

的
に
向
上
さ
せ
た
功
績
に
よ
り
ま
す
。

徳
江
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

国
見
町
防
災
倉
庫
完
成

施設概要
所 在 地 徳11 字団扇32 の１地内

旄瞳面佃ｰ  ､ 45㎡ ｛55.19坪｝

うち コミュニティセン ター

157.61㎡ ｛47.68坪l

皿見町防災翕瘴

24. ㎡(  1.51坪）

平
成
卜

。
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
る
徳
江
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
国
見
町
防
災
倉
庫
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
徳
江
北
町
内
会
及
び

第
七
町
内
会
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
助

の
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
非
常
時
の
た

め
の
防
災
倉
庫
と
し
て
、
活
川
さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
嘔
業
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
の
収
益

金
を
財
源
と
し
て
。
各
地
城
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
援
助
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
事
業
は
地
区
住
民
の
親
睦
と
融
和
を

ば
か
り
。
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。



はつらつプレー 老人クラブ運動会

第

卜

回

名

人

ク

ラ

ブ

く
 
0会

ｉ

魴

会

が

十

一

月

二

十

九

日

文

化

セ

ン

タ

ー

体

育

館

で

開

催

さ

れ

。

は

つ

ら

つ

プ

レ

ー

に

廿

声

が

卷

ざ

起
こ

り

ま

し

た

。

町

心

十

九

の

老

人

ク

ラ

ブ

が

参

加

し

。

各

チ

ー

ム

ーＪ一

名

の

選

手

が

。

グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

レ

ー

ス

な

ど

四

磴
§

を

縁

り

広

げ

ま

し

た

。。
茹

棧

の

姑

果

は

、
一

璢

山

崎

長

寿

会
『

－

　－

　
Ｋ
　
弩
壮

寿
会

。

第

三

位

川

内

友

食

会

。

朝
も
や
の
な
か
、
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
す
る

】
区
本
間
明
美
選
手

ふ
く
し
ま
駅
伝

町
の
部
2
6位

白

河

か
『
り

嵋

島
。
ま

で

の

九

ハ

ヒ

幸

匚

　
Ｉ

五

名

の

ラ

ン

ナ

ー

が

タ

ス

午

を

つ

な

ぐ

、「
ふ

ぐ
、

し

ま

駅

伝

’」

ぷ
｛
‐

二

了

十

日

に

Ｗ

。偃

。

祐

見

可

チ

ー

ム

は

祐

合

印

十

一

已

。

町

の

邵

｝
Ｔ

六

磑

の

柚

粢

で

し

た

Ｉ

タ

方

の

報

霖
一
会

で

は
・

こ

の

大

会

に

安

け

柵

輿

を

悁

み

。市
冫

Ｊ
た

富

丁

駅

伝

刪

冖

。

ぞ

れ

を

亠
‐
ズ

ド

。了

旅

の

方

へ

。

尼

・・・
び
町

長

よ

り

わ

ぎ

ら

い

の

Ξ
］
葉

が

か

け

ら

り

あ
た

た

か

い

拍

手

が
四

ら

り

ま

し

た

Ｉ

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
開
催

十
一
月
穴
・
七
日
の
二
日
間
．

Ｊ
Ａ
伊
達

み
ら
い
国
見
総
合
支
店
に
お
い
て
。
男
五
回

Ｊ
八
よ
つ
り
贋
業
奈
が
閤
か
れ
。
農
埋
物
の

山
卮
や
鮫
苑
。
農
穣
具
の
展
示
。
チ
ャ
リ
テ

ィ
パ
ザ
’
―な
ど
て
Ｓ

む
い
よ
し
た
。

バ
ザ
ー
収
益
金
を
寄
付

一
日
に
は
佐
９
磑
疸
Ｊ
Ａ
淫
事
．
三
手
英

了
Ｊ
Ａ
女
卜
Ｅ
国
見
総
合
支
部
民
が
．
冨
ふ

町
艮
を
筋
れ

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収
益

金
二
十
匹
万
円
を
福
祉
の
た
め
に
と
手
渡
し

Ｊ
・し
た
．．

未来博推進協議会設立
うつく,し.よ未来愽は「戞しい空間．ｘ･,

八i网囲」をテーマ|こ．平成13 毎 ? こ

賢 さ , 1ま１，．二のため，当囘において

も-  推 員 20 名で袍臓する，国叉町つ

つくし ま未来博辧遵協議会が設立されま･_,

た，今後協・ 会において，网のt!力，

司の自呀を創全し「旬瓜総参加」による

９仁的な企画こ霙吟について検討いた

だくことになります。

１１月のグラビア



交通安全町民大会
国見町・桑折珊]交通・ 全网民大会が11月28日観

月台文化センターにおいて開催され、交通事故撲

滅に向けた取り組みを誓い合いました。大会では

交酒安全功劣唇や優良団体。事故防止コンクール

の優良事業所が表彫され､佐薦香織さん(大木戸小

６年)と阿部松夫安全協会大本戸部会長が交通安

全への提言を行ないましたS

町
内
小
中
学
校
音
楽
祭

十
一
月
五
日
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
国
兇
町
小
中
学
校
音

楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
各
学
校
四
・
五
年
生
の
児
且
や

県
北
中
三
年
及
び
吹
奏
豪
部
の
生

徒
約
二
百
六
十
名
が
参
加
し
、
合

奏
や
合
唱
に
よ
る
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
あ
い
ま
し
た
。
音

楽
を
通
し
各
学
校
間
の
交
流
を
深

め
。
８。
聚
に
硯
し
み
な
が
ら
豊
か

な
人
同
づ
く
り
を
目
的
に
同
催
さ

‘

れ
た
も
の
で
す
。

そ

ば

打
ち

体

験

小
坂
小
・
森
江
野
小

十

月
六
日

森
汀
碍
（
‘で

。
県
μ
煩

飲
食
業
組
合
川
西
支
郡

、’紺
野
和
博
支

部
長
一一
の
ｉ
力
を
司
て
『

小
坂
小
一
・

二
年
生
と
森
江
野
小
一
二
・
四
年
生
が
そ

ぱ
裄
５
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
ぼ
粉
は

両
小
字
岐
で
収
穫
し
た
も
の

も
使
わ
れ

。

そ
ば
の
打
５
万
を
教
わ
っ
た
児
莖
だ
５

は
。
悪
戦
罟
愍
し
な
が
う
、
こ
ね
る
、

の
ば
す
。
切
る
の
作
業
に
挑
み
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
へ
の
友
だ
ち
へ
救
援
物
資

大
木
戸
小
で
は
、
こ
れ
ま
で
ア

フ
リ
カ
の
困
っ
て
い
る
友
だ
ち
を

救
う
活
動
を
貭
圜
し
て
き
ま
し
た
、

十
一
月
三
十
日
。
子
ど
も
た
ち
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
先
生
か
ら
集
め
ら
れ
た

衣
類
や
募
金
（
約
八
万
円
）
な
ど

の
救
援
物
資
を
、
福
島
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
世
界
の
窮

民
へ
愛
の
手
を
の
会
」
へ
手
渡
亨
。

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
物
爾
は
同
会
を
通
し
、
主
に

マ
リ
共
和
国
の
友
だ
ち
へ

届
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

囘
校
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

と
お
し
。
世
界
へ
目
を
向
け
。
思

い
や
り
の
心
を
育
み
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

福
祉
入
門
講
座
開
講社 会 福 協議会∃Ξ隹による‾'｢槽祉入r!1請座｣ が

11一月10･15･19 日の3 回にわたり需催され，延べ69

名が受誦しまし た．参加者は ，介膕の基礎的知識や

技術，四月から磚人される介族保藾制度について翻

習を受けたほが．あつかし 荘･ 梁川ホームの施設を

見学．避けては通れない高齢化への心槇えを ．綢剣

に習徇し ました．



餅

つ

き

パ

ー

テ

ィ
森
江
野
小

森
江
野
小
学
校
で
は
自
然
と
ふ
れ

あ
う
体
験
学
習
と
し
て
、

丁

二
年

生
が
米
づ
く
り
、
三
・
四
年
生
が
そ

ぱ
栽
培
、
五

亠
（

年
生
が
ア
ン
ポ
柿

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
米
づ
く
り
で
は
、
う
る
ち
米
・

も
ち
米
合
わ
せ
て
百
五
十
㎏
の
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
日
に

は
「
も
ち
つ
き
パ
ー
テ
ィ
」
を
行
い
。

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

感
謝
し
、
秋
の
実
り
を
祝
い
ま
し
た
。

児
燉
た
ち
は
、
体
験
学
習
の
綽
め
く

く
り
と
し
て
千
本
ぎ
ね
に
よ
り
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。
餅
は
お
毋
さ
ん

た
ち
の
手
で
、
き
な
こ
餅
や
雑
煮
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
の
り
の
集
い

小
坂
小

小
坂
小
学
校
で
は
、
お
米
。
サ
ツ

マ
イ
モ
、
そ
ば
を
栽
培
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
収
穫
を
祝
う
『
み

の
り
の
集
い
』
が
十
一
月
十
こ
日
、

活
助
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
方
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
助
を
絵
や
ス
ラ
イ

ド
で
振
り
返
り
、
体
験
を
作
文
に
し

て
発
表
し
ま
す
。
「
表
現
力
の
向
上
」

が
今
年
の
テ
ー
マ
、
（

キ
（

キ
と
大

き
な
声
で
の
披
露
で
す
。
収
穫
し
た

お
米
で
作
っ
た
赤
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、

大
役
を
果
た
し
た
子
ど
も
た
ち
は

【
成
妓
】
と
い
う
み
の
り
も
噛
み
し

め
ま
し
た
。

収
穫
祭

大
木
戸
小

大
木
戸
小
で
は
、
体
験
的
学
Ｍ

の

一
つ
と
し
て
。
米
づ
く
り
を
は
じ
め
、

さ
つ
ま
い
も
や
野
菜
づ
く
り
に
収
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
卜
二
日
に
は
。
そ
の
活
助

の
ま
と
め
と
し
て
収
穫
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
な
ど
を
、
作
文
や
大
き
な
絵
に
表

し
、
学
年
ご
と
に
工
夫
し
た
発
表
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
十
五
口
に
は
。
全

校
生
で
焼
き
い
も
し
た
り
、
収
穫
に

か
か
わ
る
○
×
ク
イ
ズ
を
し
た
り
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
。
丁

二
年

生
の
生
活
科
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を

得
て
、
も
ち
つ
き
を
休
験
し
、
全
校

生
で
黄
な
粉
も
ち
を
味
わ
い
ま
し
た
。

くにみの

民話かるた

まち再発

見

落
城
の
恋
劇
の
姫
は
桜
姫

こ
れ
は
塚
野
目
に
伝
わ
る
も

う
一
つ
の
お
し
の
伝
説

む
か
し
霊
山
に
北
畠
顕
家
、

塚
野
目
に
北
畠
£
法
の
城
が
あ

っ
た
南
北
朝
時
代
、
い
よ
い
よ

足
利
勢
が
塚
野
口
城
を
落
し
始

め
た
時
、
正
法
は
娘
の
桜
姫
又

の
名
お
し
の
姫
を
呼
び
『
敵
は

大
軍
と
て
も
防
ぎ
き
れ
ぬ
。
こ

こ
で
お
前
ま
で
命
を
落
し
て
は

系
図
切
れ
（
血
統
の
た
え
る
こ

と
）
に
な
る
。
お
前
は
米
沢
の

ｈ

杉
家
を
頼
っ
て
生
き
延
び
て

く
れ
」
と
お
供
に
平
内
と
い
う

家
来
を
つ
け
て
城
か
ら
出
し
て

や
っ
た
と
い
い
ま
す
。
姫
は
泣

く
泣
く
卜

今
は
と
て
別
れ
ゆ

く
と
も
袖
ふ
れ
し
　
庭
の
桜
よ

わ
れ
を
忘
る
な
　

と
読
み
、

そ
れ
を
側
の
桜
の
枝
に
引
き
結

び
茫
ち
去
っ
た
と
い
い
、
そ
れ

が
、
蕾
の
ま
ま
で
落
ち
る
と
い

う
綿
桜
の
由
来
。

と
こ
ろ
が
嘔
内
は
恋
い
男
で

欲
に
目
が
く
ら
み
姫
の
金
品
を

持
つ
た
ま
ま
逃
亡
、
振
り
返
れ

ば
城
は
炎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

悲
し
み
の
余
り
姫
は
山
中
を
さ

迷
い
寥
田
沼
に
入
水
し
て
果
て

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
折
の
書

き
置
き
に
「
干
照
り
の
夏
に
雨

が
欲
し
い
時
は
私
の
名
を
呼
ん

で
祈
っ
て
ド
さ
い
。
き
っ
と
雨

を
降
ら
せ
ま
し
よ
う
」
と
あ
り
、

さ
て
は
姫
は
半
田
沼
の
主
に
な

ら
れ
た
か
と
、
雨
乞

い
の
時
に

名
を
呼
ぷ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
話
で
す
。

み
の
り
を
祝
い

落
城
の

悲
劇
の
姫
は

桜
姫



保 健だより
保 第 載 丿呆億 係 ( 585 ) 2783 ､

献血に

寄せるまごころ

きらめく明日

１月28日は成分献血の日です

日　畤
平成12年 １月28日( 金)

午前９時 ～午前11眄　 午後１眄～午後 ４時

堀　所　 国見町観月台文化センター　大研修室

※成分献 血は 検査を含め約１眄

問程度 かかります。ご 協力く

ださる方は，あらかじ めお知

ら せください。

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 �zx　　 場

平成11年７月～　　　　　

８月生まれの乳児 �2
月３日(木) � 午後１時3(〕分～午後２時 �

観月台文化センター
第１和室

☆身長・体重測定、離乳食、栄養指導などについて　 ☆母子手帳を忘れずに １

３ 歳 児 健 診

骸　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成８年８月～　　　　　10

月生まれの幼児 �
２月15日(火) �午後1  時 分～午後１時45分 �

観月台文化センター

大研修室

☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査を実施します。
☆健診該当者には後日健診票、説明書等を郵送いたします。母子手帳を忘れずに１

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 問 � 会　　 場

・３か月児（平成11年10月生まれ）

・９か月児（平成11年４月生まれ） �
２月24日(木) � 午後１時30分～午後２時 �観

月台文化センター

第１和室

☆医師の指導、身長・体重測定、祠乳、離乳、予防接種などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

お知らせ
予 防接種 の予 約は 、

年末は12 月21日( 火) 分まで 、

年 始 は１月11 日( 火) 分から

年末年始の救急医療業務

年末年始の敦急医療業務は、公

立藪田総合病院で24時間体制で

対応します。

公立康田総Ｓ病院(  5 ) 21

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季
節
到
来
Ｈ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
師
走
の

声
を
聞
く
頃

か
ら
籥
行
し
．
い
つ
も

よ
り
ち
ょ
っ
と
症
状
が
夐
い
風
邪
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
．
し
か

し
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
．

鼻
水
、
頭
痛
、
咽
喉
の
痛
み
な
ど
風

邪
の
辰
状
に
泊一
え
高
熱
（
三
九
度
以

上
）
び
晄
き
．
羯
葡
礪
な
ど
刀
皀
Ｉ

症
状
を
伴
い
ま
す
。
体
力
が
衰
え
て
い
る
高
齢
者
に
と

っ
て
は
。
か
な
り
の

割
合
で
加
炎
や
気
管
支
炎
を
合
併

し
て
き
ま
す
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
。
乳

幼
児
に
と
っ
て
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
も
の
の
脳
炎

／
脳
雇
を
引

き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
決
し
て

侮
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
現
代
に
お
い
て
も
厄
介
な
属
気
で
あ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
予
防
手
段
は
幾
つ

か
あ
り
ま

ｆｙ
Ｏ◆

乳
幼
児

、
高
齢
者
、
慢
性
疾
患
悪
者
な
ど
の
危
険

畦
の
高
い
家
族
が
い
る
場
合
は
。
ワ
ク
チ
ン
予

防

攫
檣
が
有
効
で
す
。

（
専
門
医
に
相
験
し
て
下
さ
い
。
）

◆
帰
宅
聘
に
は
必
ず
う
が
い
を
し
。
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
Ｑ

◆

窗
内
の
湿
度
や
湿
度
を
酒
切
に
保
ち
、
換
気
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
心
が
け
『

睡
眠
を
十
分

に
と
リ
体
の
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



インフォメーション

募
　
集

幼
稚
園
児

▼
対
象
児

童
…
平
成
六
年
四
月

二
日
か
ら
平

成
七
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
▼
受
付

期
間
…
十
二
月
二
十
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で

（
午
的
九
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
．
土
、

日
を
除
く
）
▼
受
付
場
所
・：
藤

田
幼
稚
園
及
び
森
江
野
幼
稚
幽

▼
そ
の
他
・：
◇
申
込
番
は
各
幼

稚
園
及
び
学
校

敏
育
課
に
あ
り

ま
す
．

◇
印
か
ん
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
◇

森
江
野
幼
椎
園
で

は
制
服
注
文
も
受
け
付
け
ま
す
．

★
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

一`（
５
８
５
）
2
8
9
2

藤
田
保
育
所園

児

▼
対
象
児

童
…
平
成
十
一
一
年
四

月
一
日
の
滑
年
齢
が
一
歳
以
上

の
未
就
学
児

▼
募
集
人
員
・：
八

十
人
▼
受
付

期
間
：
二

月
五
日

か
ら
十
九
日

ま
で
（
土
．
日
を

除
く
）
▼
受
付
場
所
…
保
健
福

祉
課
福
祉
係
ま
た
は
藤
叩
保
育

所
▼
持
参
す
る
も
の
…
印
か
ん
、

会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得
者
は

平
成
十
一
年
分
の
源
泉
徴
収
禀

▼
そ
の
他
◇
保
育
時
閥
・；
通
常

保
育
は
午
前

八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
が
．
早
朝

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
と
夕
方

午
後
六
時
三
十
分
ま
で
の
延
長

保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。
延
長

保
育
を
希
望
す
る
場
合

は
、
面

接
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

・
保
健
福
祉
課

福
祉
係

｀
‘（
５
８

５
）２
７
９
３

・
藤
田
保
育
所

豐
（
５
８
５

）
2
3
7
４

町

の

奨

学

生

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
す
る
こ
と
が
困
雛
な
方
に

無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
し
付

け
を
し
て
い
ま
す
．

奨
学

資
金

に
は
、
高
校
や
高
専
、
大
学
に

在
学
し
て
い
る
学
生
な
ど

に
貸

し
付
け
る
修
学
資
金
と
こ
れ
ら

の
学
校
に
入
学
す
る
際
に
貸
し

付
け
る
入
学
支
度
資
金
の

二
つ

が
あ
り
ま
す
．

◆

修
学
資
金
▼
貸
付
額
（
月
額
）

◇
商
校
；
こ

万
円
以
内
◇
高
専

・；
一
万
五
千
円
円
以

内
◇
大
学

・・・
二
万
円
以
内
▼
貸
付

期
間
…

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
最
短
修

学
期
間
▼
返
屬
方
法
…
卒
業
後

六
か
月
後
か
ら
十
年
以

内
．
無

利
子
◆
入
学
支
度
資
金

▼
貸
与

額
Ｑ
高
校
・
高
専
…
十
五
万
円

以
内
◇
大
学
・：
二
十
五
万
円
以

内
▼
貨
付
方
法
…
平
成
十

二
年

四
月
に
入
学
支
度
資
金
と
し
て

一
括
貸
付
▼
返
還
方
法
…
平
成

十
二
年
四
月
か
ら
修
学
期
閥
内

に
返
還
．
無
利
子
◆
募
集
人
員

・・・
ど
ち
ら
の
資
金
も
若
千
名
◆

申
込
受
付
朋

間
…
一
月
五
日
か

ら
十
四
日
ま
で

（
た
だ
し
、
土
、

日
を
除
く
）
◆
申
込
先
…
学
校

敏
育
鳳
（
県
北
中
在
学
者
は
、

直
接
中
学
校
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）
◆
そ
の
他
・：
Ｑ
巾
込

魯
は
学
校
教
育
麻
に
あ
り
ま
す
．

◇
他
の
奨
学

資
金
を
受
け
て
い

て
も
玳
複
貸
与
で
き
ま
す
．

★
問
い
合

わ
せ

学
校
敏
育
課

９
（
５
８
５
）
2
8
9
2

自

宅

で

大

学
の

授

業

放
送
大
学
で
は
．
平
成
十
二

年
度
四
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
．

自
宅
で
大
学
の
授
業

が
受
け
ら
れ
る
放

送
大
学
は
．

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
で
全
国
に
放
送
し
て

い
ま
す
．

▼
募
集
字
生
…
◇
全
科
艇
修
生

（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）
◇
選

科
・
科
目
履
修
生
（
一
年

こ
（

か
月
閥
在
学

）
▼
受
付
期
間
…

十
二
月
十
五
日

か
ら
平
成
十
二

年
二
月
十
五
日
ま
で
▼
放
送
大

学
の
特
長
…
◇
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正

規
の
大
学
で
す
◇
入
学
試
験
は

な
く
、
十
八
歳
以
上
な
ら
だ
れ

で
も
入
学
で
き
、
十
五
歳
以
上

で
あ
れ
ば
選
科
・
科
目
履
修
生

と
な
れ
ま
す
．
短
期
大
学
・
専

門
学
校
か
ら
も
ニ
ー年
次
編
入
学

が
で
き
ま
す
。
▼
一
科
目
で
も

学
べ
ま
す
▼
卒
業
す
れ
ば
学
士

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
▼

『
教
育
訓
練
給
付

制
度
指
定
講

座
』
に
つ
い
て
は
、
授
業
科
の

一
部
経
炎
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
資
料
請
求

に
よ
り

募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
翼
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
鳥
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
9
6
3
1
8
0
2
5

郡
山
市
桑

野
一
丁
目
2
2‐

叭一

（
郡
山
女
子
大
学
内
）

豐
０
２

４
（
９
２
１

）
7
４
7
1

西
分
署

だ
よ
力

火
消
し
の
水

み
な
さ
ん
の
家
の
周
囲
に
は
、
ど
ん
な
消
防
水
利
が
あ
る
か

ご
存
じ
で
す
か
．
一
般
的
に
は
消
火
栓
、
防
火
水
槽
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
．
プ
ー
ル
．
河
川
、
池
、
井
戸
等
も
消
防
水
利
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
．

消
火
栓
に
は
、
地
上
に
設
置
さ
れ
る
も
の
と
、
地
中
の
鉄
篇

の
中
に
設
置
さ
れ
る
地
下
式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
．
交
通
の
煩

雑
化
に
し
た
が
っ
て
地
下
式
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
．

防
火
水
槽
は
、
消
防
用
水
を
貯
留
し
、
無
蓋
の
も
の
と
有
蓋

の
も
の
と
が
有
リ
．
空
き
地
、
道
路
脇
、
道
路
下
等
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
．
一
般
的
に
そ
の
貯
水
鷽
が
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
能
力
を
有
し
、
一
分
間
に
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
、
四
〇

分
間
継
続
し
て
給
水
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

放
水
継
続
時
間
が
四
〇
分
と
あ
る
の
は
．
一
般
的
な
木
造
建

築
物
の
消
火
に
必
要
な
時
間
は
、
三
〇
分
あ
ま
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
．
若
干
の
余
裕
を
兄
込
ん
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
．
雪
の
降
る
日

が
多
く
な
り
ま
す
．
除
曾
し
た
雪
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

蠱
の
上
に
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
違
法
駐
瞋
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

一
人
ひ
と
り
が
防
災
の
意
識
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
．
安
心
し

て
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．

今
年
も
一
年
間
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

伊

達

地
方

消

防

組

合

西

分

署

晋
（
５

８

５

）
3
1
9
0



お
知
ら
せ

年
末
年
始
水
道

工
事
当
番

年
末
年
始
の
水
道
修
繕
ｔ
嘔

ｉ

番
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

県
北
都
市
計
画
公
聴
４

開
催
の
延
期
に
つ
い
て

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
市
街
化
区
域
の
定
期
見
直
し

に
係
る
公
聴
会
の
開
催
日
が
延

朗
（
未
定
）
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
祁

市
整
備
課
（
啻
５
８
５
－
2
9
8
5

）
へ
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
鈩

゜

２
０
０
０
年
問
題

あ
と
1
0
日
あ
ま
り
で
西
暦
2
0
0
0

年
を
迎
え
ま
す
。

町
で
は
既
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
2
0
0
0

年
問
閣
対
策
本
郎
を

設
置
し

。
そ
の
対
策
に
あ
た
り
、

町
東
務
に
関
し
て
は
す
べ
て
対

応
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し

ご
フ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

停
止
す
る
な
ど
。
万

が
一
に
備

え
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

待
機
体
分
を
取
り
伽
え
る
こ

と

と
し
て

お
り
ま
す
。

2
0
0
0

年
問
題
に
関
し
不

祁
合
等
が
生
じ
た
場
合
に
つ
き

ま
し
て

は
町

総

務
課
庶

務
係

（
｀
1
5
8
5
1
2
1
－

２

）
ま

で
連
絡
・
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

一
月
の
粗
大
ゴ
ミ

収
集
日
変
更
に
つ
い
て

来
年
、
平
成
十
二
年
一
月

の

粗
大
ゴ
ミ
収
集
凵
が
、
第
二
・

第
円
の
水
曜
口

に
変
更
に
な
り
、

一
月
十
こ
日

・
一
．ｔ

六
日
と
な

り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
二
月
以
降
に
つ

い
て
は
従
来
通
り
第

丁

三
水

曜
日
を
基
本
に
行
わ
れ
ま
す
。

＊
粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、

収
集
日
の
前
日
ま
で

に
住
民
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

、
連
絡
先

住
民
踝
生
活
環
塊
係

ｇ
（
５
８
５

）２
１
－

６

ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
に
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

12月23日 グリーンアリーナ923

午前10:00～　催しいっぱい
午後4 :45～　点灯式

午後5 :00～　花火打ち上げ

ピッグツリー点灯期間
９

』

にＥ

★問いＳ わせ

圃冕トライアングル・ク ラブ

佐●fi(5as)1?ｸ9 FAX  ( 5 ) 4 1

皇考年始φ ご∂･収集

１２月 は

３０日 まで

１月 は

４日から

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

ま 一 甲 堰

す 月 成 士 任゜
十 十 地 期

Ξ 二 改 満口 年 良 了
投 一 区 に
累 月 総 伴

で 六 代 う
帆 口 の 伊
行 占 進 連
さ 示 箏 西
れ ゛が 根

立
鰥
裲
受
付

・
平

成

十

．
一
年

一

月
六
日
（
木
）
及
び
七
日
（
金
）

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
鳳
）
に
お
い
て
受
付
。

覆
Ｌ

平
成
十
二
年
一
月
十

三
日
｛
木
｝
午
前
九
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で

届
出
者
が
総
代
の
定
数
を
超
え

な
い
鳩
合
投
累
は
行
い
ま
せ
ん
。

匠
財
匚
じ

・
町

道

管

へ

．

十
一

�
十
�

九

�

ｔ７
� １

西
大

岐
．
川

内

�
大
木

戸
、

高
城

、

尤
明

呼
、

貝
田

�
愚
田

．
山

崎
、

石
甸

田
、

小
坂

�
罧
山

．
康
野

目
．

盈
汀

�
区
　

域

３
名

� ２
名

� ６
名

� ８
名

� 聡
代

数

★
問
い
合
わ
せ

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

ｇ
（
５
８
５
）
2
1
1
２

１月の心配ごと相談

¶４日Ｓ 惴地 平助ｎ

洩野やへ了14

25日脚 古IU　 唸ａ

占剛 ウメ14

●魯所 役刈｛Ｚ階｝相旗童

●時間 午 9 ～正午

人口と 世帯

人口11 月１日現 在
男　5.４５８人2  )
女　5.880 人(  + 5 )
lt 11. ３３８人(＋ ３〉

出生 ７人 死亡 ６人

臨人 ２５人 転出 ２３人

煢1 ・

3｡154  世 帯 ( + 3 )

JR 藤田駅

｢みどり の窓 口｣ をご利用下さい

ＪＲ康田駅では 。指定席葡急券をはじめ裏

台劵･おトクな企画東車券（ドクドクきっぷ）

など全国ＪＲ各纖の切符がお求めいただけま

す。どうぞご利用＜ださい。

「みどりの窓口」設圜により ，ドクドクき

つぷや各種割引きっぷも１ぐに繭入出来ますl

畔しくは駅係員にお気曜におたずね下さい。

・ 窓口開設時間

平　 日　7: 匐～11:00 13: 叩～18:00　

日･祝日　8:20 ～11 :00 12:10 ～17:00　

（但し平日は16時から50分歴度。またー鴫的

に別業務のため，窓口を閉鎖する場合ことが

ありますので。ご了承ください｡）

○ピューカードもご利用いただけます。

★ お潤 合 わせ 藤田駅S85  ｰ  2  2

結

婚

お

め

で

と

う

‐
＝

―

松

浦

勇
ｊ

・
相

田

春

江

。
‘
（
大

木

戸

）

鈴

木

和

弘

。
气

破

邉

明

災

。
な

貝
田

）

朝

内

尚

光

。
气

武

田

奈

穗

″
な

第
一

）

佐

藤

永

一
ｊ

・
松

山

耆

。
な

板

碑

）

誕

生

お

め

で

と

う

お
！

ん
　
　

憚

讀
ｔ

寒

 
4

 

景

子

。
‘

一
派

宗

山

北

）

畑

脯
彩

蕚

。
‘

哨

晧

。
气

眞

美

。
‘

（

板

締

）

松

脾

柊

弥

、。
‘

一

々

‘
・
麻

紀

。
九

（

駅

的

）

佐

肺

傭
大

、。
、

皃
成

ぞ

昭

子

。
‘

｛

脯

田

宮

的

｝

｀
ぐ
や

ふ
申
じ

Ｊ
‥咾
ま
す

鈴

木

伴

蔵

。
‘

８２
　
　

（

川

内

）

佐

久

間
罵

彦

。
‘

７４
　

（

大

町

き

松
田

佐

藏

″
‘
7
1
　
　

（

貝

田

）

野
村

元

司

。
‘

８５
　
　

｛

板

橋

｝

実

沢

美
代

’
‘

６５
　
　

（

第

８

）

佐

藤

良

治

。
‘

一
　
　

（

錦

町

）

佐

久

間

森
正

丿

８５
　
　

（

嫡

１

）

小

幡

良
一

。
‘

６８
　
　

（

第

亠

後

藤

。
夫

。
‘

帥
　
　

〔
宮

東

〕

新

村

岡

治
ｊ

ｓ
　

｛

内

谷
東

｝

｛

八

月

即

日

届

出

分

ま

で

｝

右
の
佃
に
氏
名
等
の
掲
紋

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

届
け
出
の
折
申
し
出
い
た

だ
く
か
．
総
務
課
文
酋
広

報
係
（
啻
5
8
5
1
2
1

1
4
）
ま
で
連
絡
下
さ
い
．

月 日 推 定 唐 名 電話昜弓

12/28 ＩＲガス住宅設輿 585-2137

/29 囚　兒 咬 偏 585-3  3

.7匐 後 耨 設 備 5B5 ･ 310

･31 斎 久 設 備 ５８５･2310

１／１ 国見ガス住宅設働 595-2  ー37

・２ ・ 鳬 設 輿 585-3  3

．３ 莟 久 設 備 585 ･ 2310
･’４

後 藤 設 備 585-3103



国見町教宵委員会生涯学習課
{観月台文化センター}
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芸
術
・
文
化
の
祭
典

第
2
8回
国
見
町
文
化
祭

国
見
町
の
芸
術
・
文
化
活
助
の
祭

典
で
あ
る
第
二
十
（

同
国
見
町
文
化

祭
は
、
十
一
月
二
日
か
ら
十
四
日
に

か
け
て
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
及

び
同
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
か
ら
四
口
ま
で
開
催
さ

れ
た
総
合
作
品
展
示
会
で
は
、
日
頃

の
活
動
で
培
っ
た
。
習
字
や
刻
字
、

絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
短
歌
、
生
け

花
等
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
ま
た
幼

小
中
学
生
の
書
画
や
公
民
館
各
学
級

生
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
来
栄
え
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
足

を
叱
め
て
兄
入
っ
て
い
ま
し
た
。

七
日
、
十
四
凵
に
は
、
音
楽
芸
能

発
表
会
が
開
か
れ
、
コ
ー
フ
ス
、
舞

踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
神

楽
舞
な
ど
の
団
体
が
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
発
表
会
終
了
後
に
、

お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

七
日
夜
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
。

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
。
軽
快
な
ス
テ
ッ

プ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

郷
士
史
研
究
会
で
は
「
学
校
の
た

か
ら
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
。
各

学
校
所
有
の
貴
咀
な
資
料
や
明
治
時

代
の
教
科
書
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
講
座
　
～
阿
津
賀
志
学
級
～

健
康
謝
座
は
、
卜

。
月
十
一
口
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
で
、

七
1
.余
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
昨
年
に
引
き
桃
き
、

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
薬
剤
師
（
一
心
堂

社
主
）
秦
喜
一
郎
先
生
を
迎
え
て
『
元

気
に
な
る
薬
』
と
題
し
て
、
一
時
間

三
十
分
に
わ
た
っ
て
諦
義
を
受
け
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は
、
漢
方
薬
の
歴
史
的

社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
生
命
の
誕
生
か
ら

死
ぬ
ま
で
の
荘
厳
さ
と
神
秘
的
な
中

に
見
え
隠
れ
す
る
欲
望
に
つ
い
て
探

求
し
、
そ
の
欲
望
を
ど
う
満
足
し
た

ら
良
い
か
等
を
漢
方
薬
の
視
点
か
ら

解
説
を
頂
き
、
有
意
義
に
講
座
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
座
終
了
の
後
。
先
生
自
ら
煎
じ

ら
れ
た
漢
方
薬
｛
天
台
鳥
薬
・
た
ん

ぽ
ぽ
煎
薬

Ｉ
マ
タ
タ
ビ
照
薬
・
イ
カ

リ
草
煎
薬
｝
を
参
加
者
企
員
で
試
飲

し
、
こ
れ
が
昔
人
が
挑
ん
で
き
た
健

康
づ
く
り
の
薬
か
と
改
め
て
一
層
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

『
さ
わ
や
か
に
健
や
か
に
老
い

る
』
「
健
康
で
明

る
く
長
生
き
で
き

る
」
こ
と
は
万
民
の
願
い
で
あ
り
、

民
主
国
家
・
福
祉
国
家
の
モ
ッ
ト
ー

で
す
。

皆
さ
ん
Ｉ
・
健
康
な
と
き
に

こ
そ
健
康
の
有
難
さ
を
か
み
し
め
、

健
康
の
維
持
増
進
に
努
め
ま
し
よ
う

行事のお知らせ

12月

17日(金) 子ども移動図書館

(藤田小１年)
パソコン教室

18日(土) 逸見晴恵文化講演会
20日(月) パソコン教室
22日(水) パソコン教室
25日(土) 冬休み親子映画館

１月

７日(金) 阿津賀志学級(寿祝委員会)

10日( 月) 成人式

11日(火) 孫育て学級

(森江野町民センター)

12日(水) パソコン教室

13日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

14日(金) 子ども移動図書館(小坂小)

パソコン教室

ダンベル体操教室
日 畤 ２月 ２日 、９日.16 日.23 日

水曜日(  4 回 )

午後 ７畤匐 分～ ９蒔

場 所 観月台 文化センター

対 象 町民１】Å （小中高生|ま除く）

内 容 基本的なダ ンベル体 操、ストレ ッチ体操

参 加科 無料

車爾するもの ・ 勳に遍した 鳳薮．タ オルなど

申込 み １月27 日 （木）ま で社会体育 価

､ｉ？585－287S へ（電話での申 込みも可 ）

生涯学習
つうしん



伊
達
家
に
ま
つ
わ
る

国
見
の
歴
史

ふ
る
さ
と
の

歴
史
講
座

「
戦
同
を
生
き
た
伊
達
家
の
女
た

ち
」
は
、
十
一
月
卜
日
か
ら
Ｉ
．十
四

囗
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
旧
か
れ
延
べ
七
卜
五

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

国
見
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

の
菊
池
利
雄
さ
ん
を
講
師
に
。
第
一

話
稙
宗
の
妻
妾
、
第
二
話
時
宗
の
妻

窪
姫
、
第
三
話
輝
宗
の
妻
義
姫
そ
し

て
政
宗
の
妻
愛
姫
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
光
明
寺
福
聚
寺
に
は
、
伊

連
家
初
代
伊
達
朝
宗
人
人
の
墓
が
あ

り
ま
す
。
朝
宗
夫
人
の
よ
う
な
戦
国

時
代
の
武
将
を
陰
で
支
え
た
女
性
た

ち
の
生
き
ざ
ま
を
知
る
と
と
も
に
、

そ
の
時
代
の
伊
達
家
に
ま
つ
わ
る
倒

見
の
歴
史
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

町
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会

Ｆ

一
月
七
日
に
洲
催
さ
れ
た
、
第

一
。十
三
回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

の
成
績
を
お
伝
え
し
ま
す
。
町
内
を

巡
る
十
区
間
、
一
一
十
二
・
七
　
の
コ

ー
ス
に
。
一
般
の
部
十
チ
ー
ム
、
中

学
の
祁
ニ
チ

ー
ム
の
計
十
ニ
チ
ー
ム

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
の
部
】
優
勝

ｉ

田

凖
優

勝
【
小
坂
】
第
三
位
｛
徳
江
南
郎
｝

【
中
学
生
の
部
】
優
勝
【
大
木
戸
】

【
一
般
の
部
・
区
間
賞
】

一
区
佐
久
間
義
弘
　
二
区
佐
藤
明
日
香

三
区
酒
井
　

透

四
区
佐
藤

科
宏

五
区
佐
藤

温
史

六
区
佐
藤

楽
彦

七
区
田
口

幸

Ｊ
　
八
区
石
川

諒
太

九
区
羽
桃
田
孝
輔

十
区
牧
野

和
好

【
中
学
生
の
部

。
区
間
賞
】

一
区
遠
藤
有
羽
樹
　
二
区
人
沼
　

彩

三
区
後
藤
　

聡

四
区
菊
池

宏
之

五
区
春
日

秀
光

六
区
佐
野

広
典

七
区
渡
辺

裕
昭

八
区
松
油

£
隆

九
区
高
橋

裕
皀

十
区
後
藤

智
裕表彫される区間賞受賞者

第
十
四
回
ス
ポ
少
駅
伝
大
会

県
北
地
区
か
ら
三
十
四
チ

ー
ム
参
加

第
十
四
回
国
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会
が
、
十
一
月
二
十
一
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
北
地
区
か
ら
男
子
三
十
チ
ー
ム
、
女
子
四
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
町
内
か
ら
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
六
チ
ー
ム
が
出
鳩
し
ま
し
た
。

（

区
間
、
ｔ
キ
ロ
で
争
わ
れ
、
山
舟
生
チ
ー
ム
が
四
連
覇
を
迷
げ
ま
し
た
。

町
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
辿
合
会
の
主
催
に
よ
り
、
役
貝
の
方
を
は
じ
め

保
護
者
の
方
が
、
炊
出
し
か
ら
準
備
・
運
営
を
行
い
、
こ
の
大
会
を
盛
り
立
て

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
男
子
の
部
〉

優
勝
…
山
舟
生
（
梁
川
町
）

準
優
勝
…
木
幡
第
二
（
東
和
町
）

第
三
位
…
庭
塚
（
福
鳥
巾
）

（
町
内
チ
ー
ム
の
成
績
）

第
６
位
藤
田

第
７
位
森
江
野
Ａ

第
1
4位
小
坂
Ａ
　
第
2
1位
大
木
戸

第
2
9位
森
江
野
Ｂ
　

第
3
0位
小
坂
Ｂ

〈
女
子
の
部
〉

優
勝
…
す
ぎ
の
こ
（
東
和
町
）

準
優
勝
・：
木
幡
第
こ
（
東
和
町
）

第
三
位
・：
富
野
（
梁
川
町
）

12月18日

｢逸見晴恵｣ 文化講演会

｢信念と思いやりの夫・逸見政孝｣

14 : 00　無料

12月25日

冬休み親子|映画館「賢治のトランク」

10:00 ・13:30　300 円

１月22日

ＮＨＫ東北民謡コ ンクール

福島県予選・決勝大会

問い 合わせ●●● 慘渥学ｓ靆 文化. ｰ  0  (  5  )  2676

新しい本が届きました　　　　

文化センター図書室
（一纖躙襴1

・廖霍の殺人　　　　　 吶 田圃畏）

－ポーターライン　　　 （貝保布一）

夊人壥氏物晒　　　　 くｓ戸内繼鵯l

双顕の胄　　　　　　! 呰廊嬲一:･

一白夜行　　　　　　! 柬野圭荅）

呷人　　　　　　　 （寄沢周）

－ロスト・ワールド　　　! 林奥瑞子）

沈まぬ十・　　　　　fll ・ 豊子）

・老人力2　　　　　　11 瀬Jll壜羃丿

一旅の累　　　　　　! 阿jll佐和ｌ ）

（●●●匐

Ｊ いじゅうトゲトゲ　　･: かどのえいこ）

・さのう戈lg こいった　　 （笹磐籬孑j

・きみはタヌキモを知っているか

｛xrこさとし｝

・ソフィアの白いぱら　 ｛八百瓠渭孑j

・うちゅうのはて　　　 （長崎夏海）

・マッウスのどろぽう傳・　　c 鴦●・ ）

一剱矚にさらわねた男の･引 ｗ･Ｂ･イェイツ】I

・西風がt次くとき　! ポーラ ーフ茸ックス）

・もちろん返事をまってほ１

!ガリラ・アミット）

こ）みつの友遭 （エリザベス・レ アード）

観月台文化情報



にゅーす

ぱっく教
育
論
文
優
良
校
表
彰
小
坂
小

小坂小学校ではこのほど．ソニー教青振興財

団がIE 催する、第44 回ソニー教育資金諭文募集

で．侵良貨に選ばれました。靆 月 新 臨達があ

り、賞金20 万円とパソコン．デジタルカメラが

贈り.されました．小坂小では稲作体験や節岡西

叙質小交流 を学習へ結び付ける取り組み をして

おり．その実践を先生が､冶文にまとめたものです．

熱
唱
第
七
回
国
見
歌
謡
祭

国見歌謡連合会（遠藤仁･ 会鍵）が主催する．

第七回閥見歌謡祭が11 月21 日．観月台文化セン

ターで行われ．自慢の ノドが披露されました．

スポットライト を浴びながら.76 組が登壇、プ

ロ顔負けの熱噌に、詰めかけた観客からは花東

や人きな拍 手が贈られました．またr 愛のチャ

リティー」として．遠藤会長から冨永町長へ福

祉のための寄付金が渡されました.

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
よ
り
図
書
券

このたび、 だて内1】－タリークラブl佐藤豪

一会長lから．町で実施している「わくわく放

課後支援IS業」の一助として、５万円分の詞肖

券が寄贈されました．国見・桑妬・伊達３町の

会員で捐成する同クラブでは、子供と地城のた

めになる本仕活動を展開しており、今回は、観

月台文化センターで活動している「観月台子ど

もクラブJ が選定され、伊勢文朗
ケ アワ ーカ ーに 手 渡さ れ

まし た．

こ
ど
も
二
科
展
連
続
入
選

武
田
加
余
’Ｐ

さ
ん｛
藤
Ⅲ
小
瓦
年
｝は

一
第
四
卜
八
回
こ
ど
も

一
。科
展
』
に
お
い
て
、
昨
年
に
続
き
連
続
入
選
を
火
た
し
ま
し

た
。
こ
ど
も
二
科
展
は
．Ｊ
万
点
を
超
す
出
品
が
あ
る
大
会
で
、

束
北
地
方
か
ら
は
武
川
さ
ん
の

・。私
の
自
転
小
Ｊ

Ｊ
点
の
入
選

で
す
。
武
川
さ

ん
は
肉
家
の
石
原
晃
雲
さ
ん
指
碑
の
も
と
、
日

頃
か
ら
絵
を
描

い
て
お
り
、
石

原
さ
ん
は
作
品

を
『
た
の
し
い

雰
囲
気
が
伝
わ

る
絵
」
と
評

価
し
て
い
ま

す
。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

も
ち
つ
き

大
木

戸
小

ま
つ

う
ら
し

ょ
う

も
ち
つ

き
を

し
た

。

一

か

い
め
は

、
呪
生

と
い
っ

し
ょ

に
や
っ

た

。

二

か

い
め
は
ひ

と

り
で

や

っ
て
み

た

。

き
ね

が

お

も
か
っ

た

け
ど

、

が
ん

ぱ
っ
て

ひ
と

り

で

や
っ

た

。
で

も
や

っ

ぱ
り

お

も
く
て

。

さ
い

ご
に

も
ち
じ

ゃ

な
く
て

う

す

を
た

た
い
て

哢

が

い
た

か
っ

た

。か
い

ち

ょ
う

さ

ん
も

も
ち

を
つ

い
た

。

か
い

ち

４

う

さ
ん

が
つ

い

た
と

き
は
『

『

う
わ
っ

。
う

わ
っ
‘

』

と

な
ん

か
い

も
じ
め

ん
に
Ｉ

い
た

。

き
な
こ

も
ち

に
し
て

た
べ
て

お

い
し
か

っ
た

。

も
ち
つ
き大

家
一Ｐ

叭

き
と
う

３
５
ひ

こ

の

１
え

。
し

ぷ
う

め
ん

げ
ん

か

ん
の

ま
え

で

も

５
つ

き

を
し
豕

し
た

。

て

二

年
生
だ

け
、

先
生

と
い

っ
し

Ｉ

に

も
ち

を

つ

か
せ
て

も
ら

い
ま

し
た

’

ひ
と

り
で

き

ね
ｔ

も
っ
て

み

た
ら

。
お

も
く

て

も

５

め
が

ら

な
か

っ

た
の
で

、

先
生

に
手

つ

だ
っ

て

も

ら

い
ま

し
た

。

か
い

Ｓ
冫

う

さ

ん
が

も
ち

を
つ

い

た
と

き

。
７
ご

い

が

Ｃ
が
し
た

の
で
み

ん

な
で

、
「

う

わ
っ
。
一

と

い
い

ま
し
た

。

４

た

や
り
た

い
な

あ
と

ろ
も
い

ま
し
た

。

萸

蕈

生
徒

艾
集
く

に
み

第
3
1き

か
ら

編集・発行／国見町 総務課

〒師 9 ｰ 1792

福鳥県伊達郡国見町

大字藤田字一丁田二２の１

酋024  ｰ 585 ｰ

FAX 024 ｰ 585 ｰ 2181
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